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漁大

〒260-8682 千葉市中央区青葉町955-2（青葉の森公園内）
Tel. 043-265-3111（代表）
https://www.chiba-muse.or.jp/NATURAL/

令和6年

7.27～ 9.29土 日

［休館日］  7/29、8/26、9/2、9、17、24
［入 場 料］ 一般８００円、高校生・大学生４００円

［開館時間］ 9:00～16:30（最終入場16:00） 

［団体料金（20名以上）］　一般64０円、高校生・大学生32０円

［中学生以下・65歳以上・障害者手帳をお持ちの方及び介護者1名］ 入場無料

後援：朝日新聞千葉総局、NHK千葉放送局、　　　　           、千葉日報社、　　　　　 、毎日新聞社千葉支局、読売新聞千葉支局
協力：アリオ蘇我、そごう千葉店、京葉銀行、千葉銀行、千葉興業銀行、鴨川萬祝染鈴染、白浜海洋美術館

体験教室も
開催！

子ども
も楽しめる



青森から静岡まで
各地域に残る「万祝」が
初めて一堂に会します

「大日本物産図会」三代歌川広重画　当館蔵 /安房の鰯漁の風景 現在に受け継がれた万祝染色の技術 「地曳網絵馬」玉前神社蔵 /九十九里の大漁風景

甕染の万祝（当館蔵）
※表面は引染の万祝（当館蔵）

〒260-8682 千葉市中央区青葉町955-2（青葉の森公園内）
Tel. 043-265-3111（代表）
https://www.chiba-muse.or.jp/NATURAL/

大漁の祝い
江戸～明治期の万祝関係資料と漁業資料、民謡など
を紹介します。

万祝文化圏
青森県の八戸から静岡県まで広がった大漁の祝い着
の文化。各地の万祝から地域ごとの特色を紹介します。

紺屋の仕事
万祝の染めを担った職人「紺屋」。染色道具などから、
紺屋の注文受注と現代の染色技術を紹介します。

万祝の新たな地平
美術の題材、民芸蒐集品、染色技術やデザイン、郷
土芸能を彩る衣装などとして、新たな意味をもって
今に生き続ける万祝を紹介します。

現代を生きる紺屋
万祝を作る技術と、万祝を未来へ継承するための活
動について紹介します。

一枚の万祝から見える世界
一枚の万祝から、どれほどの情報を読み取り、語るこ
とができるのでしょう。展示で紹介した様々な視点
から万祝を読み解き、地域の歴史を物語る資料とし
ての価値を紹介します。

大漁祝の着物 万祝を着てみよう
日程：7月28日（日）、8月24日（土）、

9月16日（月・祝）、9月22日（日・祝）

万祝柄の暑中見舞いはがきをつくろう
日程：8月3日（土）

藍の生葉で染めてみよう★
日程：8月4日（日）、8月25日（日）

木綿と真綿　
―糸のひみつを学んでみよう―★
日程：8月12日（月・休）

博物館フィギュア×万祝博覧会
日程：8月18日（日）

万祝レプリカ型紙でプリントたいけん★
日程：9月7日（土）
講師：千葉大学デザイン文化計画研究室

漁やおさかなの絵本読み聞かせ
日程： 9月15日（日）
協力：千葉県立中央図書館

千葉の伝統的工芸品
「萬祝染」を体験しよう★
日程：7月28日（日）、8月11日（日・祝）
講師：鴨川萬祝染鈴染

白浜海洋美術館の
万祝コレクションを鑑賞しよう★
万祝所蔵数は日本一。
南房総市の白浜海洋美術館で
珠玉の万祝コレクションを鑑賞します。
日程：8月10日（土）
場所：白浜海洋美術館（南房総市）

万祝シンポジウム　
色々な万祝、これからの万祝★
千葉県発祥といわれる「万祝」習俗について、
万祝が分布する各地の研究者による講演と
パネルディスカッションを行います。
日程：8月17日（土）

県立中央図書館連携事業
「未来につなぐ工芸品
～後継者育成の今と未来～（仮）」★
日程：8月31日（土）
講師：大牧圭吾氏、鈴木幸祐氏、
 鈴木理規氏、当館職員

「万祝」それはめでたい絵柄や
大漁の様子が描かれた漁師の祝い着です。
江戸後期の房総半島で生まれたといわれ、
その後大漁などの祝いとして衣装を贈る文化が
東日本の太平洋沿岸に広まりました。
漁師の文化、染色工芸、デザイン、美術など、
様々な視点から「万祝」の魅力をご紹介します。

展示内容 展示関連行事～たのしいイベントもりだくさん～

★印のついた催しは
事前申込制です。
詳しい行事情報は

　こちら。

万祝展公式キャラクター 
ネロル

夏休みの
宿題に役立つ
ワークショップも
いろいろあるよ！

まいわい

はちのへ

こうや

しゅうしゅうひん

交通案内
ACCESS

漁大

「地曳網絵馬」玉前神社蔵 /九十九里の大漁風景




